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重点目標「一歩ふみだす子」よりよく考え、主体的に行動する

和田岡小学校の節目となった2024年！皆様、よいお年を

1824年、ウィーンではじめて「第九」が演奏されてから今年でちょうど200年。初

演では自ら指揮台に立ったベートーヴェンでしたが、難聴を煩っていたため、演奏者

に促され、観客を振り返るまで、万雷の拍手と歓声に気づかなかったという逸話が残

っています。そんな初演から200年の節目の年に、浜松で、はじめて生の「第九」の

演奏を聴きました。

聴きどころはもちろん第四楽章。いよいよ独唱の4人が「歓喜の歌」を歌いはじめ、

100人を越える合唱団がそれに続くと、さすがに身震いがしました。ダイナミックな

指揮にのせて「全ての人々は兄弟になる」「抱き合え、諸人よ！」と、平和への祈りが謳歌
もろびと おう か

され、その迫力に圧倒されました。

･･･そうして師走の風物詩を堪能し、私の2024年も終わろうとしています。今年は

皆様にとって、どんな１年だったのでしょうか。私は、和田岡小にとって今年は、大

きな節目の年になったと考えています。その理由となる今年を象徴する出来事をラン

キング形式で紹介します。あくまで私の主観ですが、第五位から。

第五位 学校行事(運動会・修学旅行・自然教室・児童会活動等)実施。コロナ以前への回帰

第四位 和田岡探究タイム(総合的な学習の時間・生活科)地域の教育力を借りて大成功

第三位 はごろも教育研究助成賞、静岡教弘教育研究論文優良賞ダブル受賞

第二位 「探究的な学び」の学校へ 和田岡小教育モデルチェンジ

第一位 青空3組開設 一人ひとりのニーズにあった温かな居場所づくりの総仕上げ

最後にお知らせです。いつも勉強や行事などの学校生活に前向きに取り組み、私た

ち職員を幸せな気持ちにしてくれる子どもたちに感謝の気持ちを込めて、先日の吉岡

大塚古墳への遠足の日から、職員による新しい企画をスタートさせました。それは「こ

あくんと和田岡っ子の大冒険」という物語を職員で演じる寸劇です。第一話「大塚古

墳探究ラリー・和田岡小危機一髪の巻」では、悪の組織に誘拐された「こあくん」を

助けるために、大塚古墳まで全校児童で旅をし、そのおかけで蘇った伝説の武器「サ

イコバスター」によって校長が悪の軍団を倒し、こあくんを救出するという、勇気と

協力の大切さをテーマとした重厚なストーリーで

した。１月以降、「愛」をテーマとした第二話、「感

謝と旅立ち」をテーマに据えた第三話と、続々上

演予定です。子どもたちをいっぱいいっぱい笑顔

にできたらと、職員一同はりきっておりますので、

温かな目で見守っていただけたらと思います。

それでは皆様、和田岡小学校へのご支援、ご協

力、まことにありがとうございました。令和７年

もよろしくお願いいたします。よいお年を･･･。

校長 梅葉 紳介



日 曜

13 金

17 火

18 水

移動図書館　

冬休みを迎える会

特別日課４時間（給食なし）

すくすくの会読み聞かせ

20 金

健康の日　歴史探訪の日

【１２月の予定】 【１月の予定】
予　　　　　　　　定 　

　７日（金）特別日課４時間（給食なし）
　　　　　　 第５ステージ式
　８日（水）特別日課４時間（給食なし）
　９日（木）特別日課４時間（給食なし）
１０日（金）健康の日
１４日（火）発育測定　 和田岡っ子アンケート
１７日（金）通学区会
２０日（月）委員会
２２日（水）すくすくの会読み聞かせ
２３日（木）スクールカウンセラー来校日
２４日（金）新１年生入学説明会
２９日（水）学校運営協議会
３０日（木）移動図書館

　冬休み１２月２１日（土）～１月６日（月）

このような日々の学校生活の様子を「eじゃん掛川」で毎

日紹介しています。『eじゃん掛川和田岡小学校』と検索し

ていただくか、QRコードから見ることができます。

秋ランド（１年） おもちゃランド（２年）

大根収穫（２年）

赤い羽根募金

環境・給食委員会主催「草取り大

１２月６日（金）学習発表会
生活科・和田岡探究タイムでの学びを発表しました

人権教室（１年）

れんこんのひみつを探ろう（３年） お茶の町に生まれて（４年）

お米の魅力を発信しよう（５ 和田岡の魅力を発信しよう（６年）


